
令和８年度「健やかな体」育成プログラム 
学校番号：３７００９ 

学校名：札幌市立宮の丘中学校 

 

 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇前回の記録より上回った種目 

・握力、上体起こし、長座体前屈、反復横と

び、持久走、50m 走、立ち幅とび、ハンドボール

投げ 

〇前回の種目より下回った種目 

・20m シャトルラン 

・全体的に数値の上昇が見られた。 

 総合評価では、全国平均・札幌市平均より高かった。 

 〇前回の記録より上回った種目 

・握力、上体起こし、長座体前屈、反復横と

び、持久走、50m 走、立ち幅とび、ハンドボール

投げ 

〇前回の種目より下回った種目 

・20m シャトルラン 

・全体的に数値の上昇が見られた。 

 総合評価では、全国平均には届かなかったが、札幌

市平均を上回った。 

 「運動やスポーツをすることが好き」回答割合 

  R7 男子:94.1％、女子:79.5％ 

「体育の授業は楽しい」回答割合 

R7 男子:97.7％、女子:90.3％ 

・保健を学習して、もっと運動しようと思った人の

割合  

R7 男子:88.2％、女子:89.0％ 

・「運動やスポーツをすることが好き」「体育

の授業は楽しい」と考える子どもの割合は、

男女ともに全国・札幌市平均よりも高い。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

 

〇学校評価アンケートや生徒アンケートの活用 

〇全国体力・運動能力、運動習慣や学校独自の調査等の活用 

 

家庭・地域との 

連携・協働 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

〇体力、運動能力向上に繋がる授業 

・毎時間 5 分程度、準備運動で体力、運

動能力を高める運動を取り入れ、継

続して行えるようにする。 

〇子どもが運動の楽しさに触れ、 

生涯スポーツに取り組める学習の

推進 
・手軽な運動で、「誰でもできる楽し

さ」と「誰とでもできる楽しさ」を実

感できるようにする。 

〇ICT（1人台端末等）を活用した

学習活動の充実 
・Chromebook を効果的に活用し、子ど

も自ら課題を発見して目標をもって取

り組める授業の工夫をする。 

〇各教科の内容を関連付けた健康教育

の推進 

・保健体育、技術家庭、道徳、総合、特

別活動等の健康に関する指導を相互に

関連させながら、学校全体として効果

的に取り組む。 

〇外部講師の活用など家庭・地域との

連携 
・薬物乱用防止教室、ストレスの対処法

等など外部講師を活用することで健康に

対する知識を学び、自己の生活に生かせ

るように健康指導の充実を図る。 

〇運動の機会の充実を図る環境整備

の推進 

〇三間（仲間、時間、空間）の創出

により運動機会の充実を図る取組 
・昼休みの体育館、グラウンド開放に

より運動の推奨を行う。 

・体育的行事（陸上競技大会）を実施

し、運動への意欲を高めるとともにそ

の為の練習を含め、運動機会を創出す

る。 

・学年毎のレクレーション集会などを

企画し、運動機会の充実を図る。 


